
（別添様式８－２ ）

１

評価日 平成28年9月21日 評価日 平成28年9月26日

評価者・組織 学校評価委員会
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分
野

評価項目
(前年度評価を踏まえた)

自校の取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

安心・安定，主
体的に学習に
臨めている

国立教育政策研究所「教
育課程研究指定校事業」
（幼小接続）2年次の指定
を受け，研究授業を全学
年で行う

・楽しく学校に通えていま
すか
・授業は楽しいですか

「楽しく学校に通うこと」が
１．２ｐ減で低学年ほど実
現度が低い状態

基礎的な学習
内容を理解する

チャレンジタイムの帯時間
を徹底し，算数の基礎問
題による予習・復習をすす
める。机間巡視の共通理
解，徹底を図る

児童の話す・聞く態度
ジョイントプログラムの結
果

「基礎的な学習を理解す
る」という項目で，平均７．
３p(０．８ｐ増)

家庭学習の習
慣を身に付ける

学校・学級だよりでの啓発
多様な家庭学習の仕方の
紹介

毎日家庭学習ができてい
ますか

「読書の習慣を身に付け
ること」５．９p 「家庭学習
の習慣を身に付けること」
６．１p

友達との人間
関係を大切に
する

ＣＳＳを実践し，毎月振り
返る

友達と仲よくできています
か

保護者からは「楽しく学校に
通うこと」等の評価が昨年度
よりも上がっているが，児童
自身の自己実現度はそれぞ
れ１ｐ以上下がっている。

自ら挨拶できる
態度を身に付
ける

生指部・ＰＴＡ・児童会によ
る朝の挨拶運動などに呼
びかけを定期的に行う

自分から挨拶をしていま
すか

「進んであいさつをするこ
と」「場に応じた言葉づか
いをすること」で，１p以上
下がっている。

基本的生活習
慣の確立

早寝・早起き・朝ごはんの
呼びかけ

「早寝・早起き・朝ごは
ん」・排便・歯みがきの生
活リズムが身についてい
ますか

前期終了後の生活チェックの
結果，就寝時刻の目標を達
成できている児童は51%，起
床時刻の目標は67%朝食を食
べている児童は97%

昨年度より達成率は微増して
いる。課題として低学年にお
ける早寝の達成率は低い。
上の兄弟の就寝時刻に合わ
せている傾向がある。

安全教育の充
実

安全ノートの活用，地域と
協力して行う子ども110番
の家訪問他，今年度は自
転車教室にも取り組む

危険から身を守り，安全に
生活することができていま
すか

昨年度（後期）と比べて１
ポイント以上，上がったの
が「危険から身を守り，安
全に生活すること」で８．６
ｐ

朝会や避難訓練での防
災・防犯に関する啓発や，
ＰＴＡ・地域行事を通して
の啓発が，実を結んでい
る。

独
自
の
項
目

情報発信の充
実

積極的なホームページの
更新

学校ホームページへのア
クセス数

学校評価（前期）の評価は
７．５ｐと高い評価である。
アクセス数は最大５６６平
均４９．８である。

日々の更新が，保護者にも
伝わり，アクセス数が上昇し
ているようである。更新内容
も各学年から発信できている
ことが関係している。

今後もＨＰを通して学校の
様子が伝えられるよう，
日々の更新を心がける。

ＨＰや学校便りなどを通じ
て，今後も学校の様子，地
域の活動を発信してほし
い。

学校の取組を発信する際，学
校運営協議会や，安心・安全
町づくり委員会など主催者を
記載し，学校・保護者・地域
が一丸となっていることをア
ピールしていく。

学校では幼小接続の研究
を進め「安心，安全・安定」
した授業を算数科を中心
に展開しています。今後は
他教科においても，楽しく
分かる授業，安心できる
学級づくりを徹底し，課題
改善を図る。

昨年度同様「子どもたち
が，進んであいさつをする
こと」が課題である。昨年
度後期からで１p増，昨年
度前期から１．４ｐ増と，い
まだ実現度は低いものの
上昇傾向にある。地域の
実現度の平均は0.２p上昇
の６．７p，今後も働きかけ
なければならない。

「挨拶」に関しては今年度，Ｐ
ＴＡによる挨拶運動を休み明
けを中心に，回数を増やすな
ど計画的・積極的にしてい
る。また教職員による挨拶も
定期的に行い実現度は微増
ながら上昇している。今後と
も，大人が見本となって挨拶
をすることと，「挨拶」への啓
発活動を児童自身にも投げ
かけ，取り組むことで意識を
高められるようにする。

健
や
か
な
体

生活習慣は物事の優先順
位や時間の区切り，家族
内の協力体制などを啓発
していき，改善に努める。
「運動に親しませ，運動能
力を向上させること」は昨
年度同様，高学年の朝ラ
ンニングや各部活動，中
間休みや昼休みに元気に
運動していくことを継続し
て取り組んでいく。

昨年度低い項目であった
「子どもたちが危険から身
を守り，安全に生活するこ
と」が０．７ｐ上昇の６．６
ｐ，昨年度の前期評価か
ら比べると２．３ｐ増となっ
ている。今後も続けて啓発
活動を行う。

１０月には学校運営協議
会主催の「自転車教室」，
１１月には住吉安心安全
町づくり協議会主催の「伏
見住吉子ども１１０番の家
ウォークラリー」を行う。今
後も学校・地域・保護者全
員で子どもの安全意識を
より高められるようにす
る。

確
か
な
学
力

⇒

「基礎的な学習内容を理
解すること」は昨年度の課
題として，授業の改善，
チャレンジタイムでの基礎
学習の徹底に努め，基礎
的な学力の定着が見られ
るようになった。
しかしながら保護者・教師
ともに「話をしっかり聞く」
「分かりやすく話す」「自分
の思いや考えを書く」と
いった項目に課題を感じ
ている。

地域からも指摘されてい
る「場に応じた言葉づか
い」を含め，一人一人の子
どもが主体的に学び，活
動できるよう努め，思わず
自分の考えを話したくな
る，人の考えと自分の考
えを比べて聞きたくなる授
業になるよう，基礎学力同
様，授業改善をめざす。
若手道場なども活用し，指
導力向上に努める。

⇒

「学校・保護者・地域が連
携して子ども達を育てるこ
と」８．３ｐ（０．７ｐ増），「学
校が児童の学力向上に向
け取り組むこと」７．７ｐ
（０．８ｐ増）となど，高い評
価は今後も継続してほし
い。

児童からは昨年度同様，
読書の習慣の実現度が低
く挙げられている。朝読書
の時間にしっかりと読書が
定着するよう，学年から１
名は朝読書の時間に子ど
もと一緒に読書をしたり，
地域の方や図書ボラン
ティアの方による読み聞
かせを引続きお願いしたり
するなど，みんなで読書に
親しむ時間の確保に努め
る。

豊
か
な
心

学習面では「楽しく学校に通
うこと」が１．２ｐ減で低学年ほ
ど実現度が低い。幼小接続を
意識した授業が，一人一人の
子どもに届くよう，より意識し
た授業を進めなければならな
い。
また前期はクラス替えがあ
り，新しい友達との関係に悩
んだ子も多いことがあげられ
る。

平成２８年度　学校評価実施報告書
学校名(伏見住吉小学校)

　１回目評価

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

自己評価 学校関係者評価



２

評価日 平成29年3月3日 評価日 平成29年3月7日

評価者・組織 学校評価委員会
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

安心・安定，主
体的に学習に
臨めている

国立教育政策研究所「教
育課程研究指定校事業」
（幼小接続）2年次の指定
を受け，研究授業を全学
年で行う

単元に入る前の独自アン
ケート「授業は楽しいです
か」，ジョイントプログラム
の結果

「楽しく学校に通うこと」の実
現度が１ｐ以上上昇
ジョイントプログラムは，どの
学年も上昇，クラス間の差も
縮まった。

基礎的な学習
内容を理解する

チャレンジタイムの帯時間
を徹底し，算数の基礎問
題による予習・復習をすす
める。机間巡視の共通理
解，徹底を図る

児童の話す・聞く態度
学校の学習がよく分かる
こと
ジョイントプログラムの結
果

「学校の学習がよく分かる」が
児童，保護者，教師ともに上
昇している。ジョイントプログ
ラムの結果も全市平均を上
回った。

家庭学習の習
慣を身に付ける

学校・学級だよりでの啓発
多様な家庭学習の仕方の
紹介，学校図書館の積極
的な活用

毎日家庭学習ができてい
ますか

「家庭学習をすること」児
童6.6保護者6.0と前期より
0.7,0.1とそれぞれ下がって
いる。

友達との人間
関係を大切に
する

ＣＳＳを実践し，毎月振り
返る

友達と仲よくできています
か

前期と異なり保護者からは
「楽しく学校に通うこと」等の
評価が下がっているが，児童
自身の自己実現度は１ｐ以
上，上がっている。

自ら挨拶できる
態度を身に付
ける

生指部・ＰＴＡ・児童会によ
る朝の挨拶運動などに呼
びかけを定期的に行う
教職員人権劇実施

自分から挨拶をしていま
すか

児童の「進んであいさつをす
ること」は6.9と1p以上，上がっ
ている。「場に応じた言葉づ
かいをすること」6.7で，0.8p上
昇している。

基本的生活習
慣の確立

早寝・早起き・朝ごはんの
呼びかけ
生活習慣アンケートによる
啓発

「早寝・早起き・朝ごは
ん」・排便・歯みがきの生
活リズムが身についてい
ますか

冬休み明けに実施した“早ね・早
おき・朝ごはんチェック”では，早
ねは約４９％，早おきの児童は約
６５％，朝食を食べている児童は
約９７％の割合で達成していた。

夏休み明けの結果と比べると，早
ね・早おきの目標達成率が少し
下がっており，年末年始の生活リ
ズムの崩れや冬の寒さで起きにく
い様子などの感想が多くみられ
た。

安全教育の充
実

安全ノートの活用，地域と
協力して行う子ども110番
の家訪問他，今年度は後
期に自転車教室にも取り
組んだ

危険から身を守り，安全に
生活することができていま
すか

「危険から身を守り，安全
に生活するこ」は前期と比
べて保護者が0.2p増，地
域が0.9p減，教師が0.2減
となった。

朝会や避難訓練での防災・
防犯に関する啓発や，ＰＴＡ・
地域行事(自転車教室)を通し
ての啓発が，実を結んでい
る。

独
自
の
項
目

情報発信の充
実

積極的なホームページの
更新
学校評価の発信

学校ホームページへのア
クセス数
運営協議会での話合い

地域や教師の実現度は高
い。保護者は前期から下がり
6.7p(0.3p減)である。アクセス
数平均51.1（1.3増）

日々の更新が，保護者にも
伝わり，アクセス数が上昇し
ているようである。更新内容
も各学年から発信できている
ことが関係している。

今後もＨＰを通して学校の
様子が伝えられるよう，
日々の更新を心がける。

ＨＰや学校便りなどを通じ
て，今後も学校の様子，地
域の活動を発信してほし
い。

学校の取組を発信する際，学校
運営協議会や，安心・安全町づく
り委員会など主催者を記載し，学
校・保護者・地域が一丸となって
いることをアピールしていく。

３ 　総括・次年度の課題

１０月には学校運営協議
会主催の「自転車教室」，
１１月には住吉安心安全
町づくり協議会主催の「伏
見住吉子ども１１０番の家
ウォークラリー」を行い，地
域が安全に対して強く働き
かえることができた。

   前期の評価では児童の実現度が下がり，保護者・地域・教師が上がる傾向でした。後期の評価は，児童が全体的に実現度を上げ，保護者・地域・教師が下がっている。
項目でみるとジョイントプログラムの結果でも成果が見られたからか，学力向上に関する項目は全体的に上昇を見せている。下がっている項目の「教育環境整備」は体育館のＬＥＤ設置，校舎の防水塗装，運動場排水修繕などの
改修工事を終えた。トイレや廊下のジョイント部分，池，教室の壁，体育館入口マット設置等，引続き修繕していく予定で，今後も必要な個所の改善に努めていき，保護者，地域の要望に応えられるようにする。
「地域行事への参加」，「学校・保護者・地域が連携して子どもを育てる」は全体的に下がっている。共働きの家庭が増える，核家族などからくる家事・育児への多忙感，子どもの多様な休日の過ごし方を踏まえた関わり方を考え，
地域・保護者・学校が協力して子どもが育てられるようにする。教師の「学校・ＰＴＡ・地域行事への参加」に対する実現度が児童・保護者・地域と比べて開きがあることが分かる。
今後，どのように関わることが本校児童にとって必要なのかを，保護者・地域の皆様の声をいただきながら，進めていかなければならないと考えている。

国立教育政策研究所　教
育課程研究指定事業（幼
小接続）では伏見住吉幼
稚園との全国発表した公
開保育，公開授業に学校
運営協議会も参加し，本
校の教育活動を知るよい
機会となった。
家庭学習や読書の定着は
学校だけでなく，保護者も
一緒に関わらなければな
らない。

豊
か
な
心

「なかよく協力し合って学校生活
を送っている」が１Ｐ以上下がって
いる。進級・進学を控えた時期か
らかソワソワした雰囲気の中，友
達に対して横着な言動がみられ，
特に場に応じた言葉づかいに課
題を感じている。
児童の様子では登下校のマナー
や挨拶，交通安全への意識に課
題を感じている。

ＣＳＳのさらなる充実をめざし
た研修をする。
学校では「さん」づけを指導
し，優しい関わり方をしあえる
よう教師自身も見本となって
促している。課題は保護者と
も共有し，継続的に丁寧に対
応し，今後に生きた指導にな
るよう心がける。

「進んで挨拶をすること」
は以前から課題である。
様々な働きかけをし，挨拶
を自分からできるようすす
めているが，定着できてい
ない。

登校班長があいさつすれば，
そのグループはあいさつがで
きるようになる。まずは登校
班長に働きかけるようにすべ
き。
朝の挨拶運動を正門で待っ
て挨拶するだけでなく，集合
場所から一緒に登校し，挨拶
するようにしてはどうか。

確
か
な
学
力

⇒

全体的に実現度は上昇を見
せ「楽しく学校に通うこと」が１
Ｐ以上も上がっている。ジョイ
ントプログラム等，学力が少
し向上した結果，学習への理
解への実現度も高く，進級・
進学に向け充実感や自信が
伺える。
　読書の定着やきれいに掃
除する態度を培うことが，今
後の課題であり「一緒に本を
読む」「一緒に掃除をする」な
ど，様々な機会をとらえ働き
かける必要がある。

学力向上が前期より少し
上昇したが高い実現度と
は言えない。全市で行った
プレジョイント・ジョイントプ
ログラムでは学力が向上
していることが伺えるが，
今後その学力を活かした
授業を展開し，教師の学
力定着への実現度を高め
られるようにしたい。

⇒

「学校・保護者・地域が連
携して子どもを育てる」は
全体的に下がっている。Ｐ
ＴＡ総会でも話があった
が，共働きの家庭が増え
る，核家族などからくる家
事・育児への多忙感，子ど
もの多様な休日の過ごし
方を踏まえた関わり方を
考え，地域・保護者・学校
が協力して子どもが育てら
れるようにしなければなら
ない。

健
や
か
な
体

次年度は自転車教室を授
業の中で行い，どの子も
安全に対する意識を高め
実践できるようにする。
また薬物乱用防止教室や
万引きに対する授業を警
察の方を講師に招き参観
日に行い，子どもへのか
かわりの一助となるように
する。

今年度行った自転車教室
は３０名ほどの参加であっ
た。今後は授業の中に位
置づけることによって，ど
の子も学べるよい機会に
なると考えている。

平成２８年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　伏見住吉小学校　　)

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

自己評価 学校関係者評価


